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森も
り
下し
た
古
銭
出
土
地　

北
区
森
下

　

森
下
古
銭
出
土
地
は
、
森
下
集
落
の
北
西
側
、
阿
賀
野
川
右
岸
の
旧
河
道

の
自
然
堤
防
上
に
あ
り
、
現
在
は
水
田
に
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
、
畑
の
土
取
り
作
業
中
に
大
量
の
古
銭
が

入
っ
た
瓶へ

い

子し

が
偶
然
見
つ
か
っ
た
。
瓶
子
を
埋
め
る
た
め
の
特
別
な
遺
構
は

な
く
て
、
瓶
子
は
直
立
し
て
埋
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
瓶
子
と
古

銭
は
豊
栄
市
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
、
現
在
、
館
で
保
管
さ
れ
て
い
る
古
銭
は
約
六
・
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

古
銭
は
、す
べ
て
中
国
で
鋳
造
さ
れ
た
も
の
で
、唐
の
開
元
通
宝
（
六
二
一
年
初
鋳
）
か
ら
明
の
永
楽
通
宝
（
一

四
〇
八
年
初
鋳
）
ま
で
、
唐
・
北
宋
・
金
・
南
宋
・
明み

ん

の
五
王
朝
、
八
〇
〇
年
に
わ
た
る
幅
広
い
年
代
の
も
の

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

古
銭
が
入
っ
て
い
た
瓶
子
は
、
古
瀬
戸
の
灰か

い

釉ゆ
う

瓶
子
で
、
口
の
一
部
を
除
き
完
全
で
あ
る
。
大
き
さ
は
、
高

さ
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
口
径
五
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
底
径
九
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
西
蒲
区
館

ノ
腰
遺
跡
の
瓶
子
（
図
一
二
四
）
と
比
べ
て
一
回
り
小
さ
く
、ズ
ン
グ
リ
し
た
形
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
後
期
（
十

四
世
紀
初
め
こ
ろ
）
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
古
銭
の
年
代
か
ら
、
こ
の
瓶
子
が
埋
め
ら
れ
た
時
代
は
十

五
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
世
後
半
に
は
、
中
国
銭
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
て
流
通
し
て
い
た
。
ま
た
、
木
箱
や
珠す

洲ず

焼
の
甕か

め

な
ど
に
銭

図236　出土地の位置
５万分１地形図「新潟」
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貨
を
入
れ
て
埋
め
る
こ
と
は
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
市
域
に
も
、
西
区

赤
塚
や
西
区
木
山
な
ど
に
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
森
下
の
よ
う
に
瓶
子

に
銭
貨
を
入
れ
て
埋
め
る
例
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
貴
重
な
例
で
あ

る
。
銭
貨
を
地
中
に
埋
め
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
戦
乱
を
避
け
る
た
め

の
備
蓄
と
す
る
説
や
、
何
ら
か
の
呪ま

じ
ない

と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
が
、
よ

く
分
か
っ
て
い
な
い
。

　

森
下
古
銭
出
土
地
の
あ
る
一
画
は
、「
ゲ
ン
ミ
ヤ
シ
キ
」
と
も
通
称

さ
れ
、
地
元
で
は
昔
の
お
屋
敷
が
あ
っ
た
場
所
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
遺
跡
の
南
約
〇
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
は
、
県

指
定
天
然
記
念
物
「
高
森
の
大
ケ
ヤ
キ
」
の
そ
び
え

る
丘
が
あ
る
。
丘
の
頂
上
に
建
つ
薬
師
堂
は
白は

く

鳳ほ
う

期

（
七
世
紀
後
半
〜
末
）
の
開
山
と
い
わ
れ
、
付
近
一

帯
は
大
小
三
六
の
寺
坊
が
建
ち
並
ぶ
一
大
霊
場
と
し

て
栄
え
た
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。
森
下
古
銭

出
土
地
は
、
こ
う
し
た
伝
承
の
名
残
を
と
ど
め
る
遺

跡
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

図237　中国銭

図238　古瀬戸灰釉瓶子


